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●５年後（平成35年度末）の目標 

家庭で子育てがしたい。子どもを預けて働きたい。様々なニーズを持つ

保護者の希望に応じた社会的サービスを提供することで、子育てのかたち

を選択できる社会を実現 

 
●現状・課題 

区は、増加を続ける保育ニーズに対応するため、練馬こども園を創設するとともに、待機
児童ゼロ作戦を展開し、全国トップレベルの保育所定員増を実現してきました。この5年間
で5,000人以上拡大し、既に供給が需要を1,000人以上、上回っています。しかしながら、
地域における需要と供給のミスマッチなどにより、待機児童が発生しています。また、平成31
年10⽉から実施される幼児教育・保育の無償化により、保育需要の増加が⾒込まれてい
ます。 

一方、０〜５歳児のうち保育所や幼稚園に通っていない児童は平成30年４⽉１⽇
現在10,716人（0~2歳児10,209人、3~5歳児507人）と、全体の約30％を占めて
います。家庭での子育てを望む家庭に対しては、親子が気軽に交流できる場や、一時的に
子どもを預けられるサービスの充実が必要です。幼児教育を受けられる機会の充実を求める
声も増えています。 

 
●５か年（平成31～35年度）の取組 

１ 家庭での子育て支援サービスの充実 
親子で遊んだり保護者同⼠が交流できる、⺠設子育てのひろばと外遊びの場「おひさ

まぴよぴよ」を増設し、発達に不安のある親子対象の「のびのびひろば」の実施回数を増
やします。新たに親子の外遊び事業として、憩いの森など大きなフィールドを活用したモデ
ル事業を実施します。 

保護者がリフレッシュしたい時など、理由を問わずに乳幼児を短時間預かる乳幼児一
時預かり事業の利便性を向上するため、インターネット予約システムを導⼊します。 

 子育てのかたちを選択できる社会の実現 

戦略計画１ 

2



 

2 
 

戦略計画 01 

２ 「（仮称）練馬こどもcafé」の創設 
⺠間カフェと協働し、子どもが学び、遊ぶ機会や、保護者が交流したりリラックスできる

環境を提供するため、「（仮称）練馬こどもcafé」を創設します。カフェ店内のスペースを
活用して、地域の保育⼠や幼稚園教諭等が教育サービスや子育て講座等を実施し、
家庭で子育てをする保護者を支援します。 

 

３ 保育所待機児童の解消 
地域における需要と供給のミスマッチを解消するとともに、幼児教育・保育の無償化に

よる保育需要の増加に対応するため、保育所等の整備や保育事業者に対する年齢別
定員変更の働きかけなど、保育サービスの更なる拡充を図ります。また、家庭的保育事
業等における連携施設を確保し、いわゆる「３歳の壁」に対する保護者の不安を解消し
ます。 

 
４ 「練馬こども園」の充実 

区独自の幼保一元化施設として、通年で11時間の預かり保育を実施している私⽴
幼稚園を「練馬こども園」として認定しています。保護者の就労形態やニーズの多様化に
応えるため、「練馬こども園」に３歳未満の子どもの保育や預かり時間を短縮した新たな
仕組みを設けます。将来的には、区⽴幼稚園や保育所についても「練馬こども園」として
認定し、練馬区ならではの幼保一元化を目指します。 

 
５ ⻑期的な視点に⽴った教育・保育サービスの検討 

幼児教育・保育の無償化により、当面は保育需要の増加が⾒込まれています。一方、
将来は確実に、区の児童人口は減少していきます。子どもの心身の健やかな育成のた
めには、多様な教育・保育サービスを選択できる環境づくりや、持続可能なサービスの提
供が不可⽋です。社会が大きく変わっていく中で、これからの教育・保育サービスはどうあ
るべきか、⻑期的な視点に⽴って検討します。 

 
 

 

 

出典：練馬区企画部資料（H30.1） 
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